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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年1月12日(2012.1.12)

【公開番号】特開2009-204605(P2009-204605A)
【公開日】平成21年9月10日(2009.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2009-036
【出願番号】特願2008-301214(P2008-301214)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/35     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/17     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/88     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/35    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  21/17    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  21/88    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テラヘルツ波を用いた検査装置であって、
　テラヘルツ波発生部と、
　該テラヘルツ波発生部から測定物に照射されたテラヘルツ波を、該測定物を介して検出
するためのテラヘルツ波検出部と、
　前記テラヘルツ波検出部で取得される信号を用いて、テラヘルツ波に関する第１の応答
信号を成形する波形成形部と、
　第１の測定条件を取得する測定条件取得部と、
　測定条件と関連付けられている第２の応答信号を記憶している応答信号記憶部と、
　前記第１の測定条件を用いて、前記応答信号記憶部から前記第２の応答信号を選択する
選択部と、
　前記第２の応答信号による逆畳み込み演算を、前記第１の応答信号に対して行う信号処
理部とを有することを特徴とする検査装置。
【請求項２】
　第２の応答信号を選択する際に、前記第１の測定条件に最も近い第２の測定条件に対応
した応答信号を選択することを特徴とする請求項１に記載の検査装置。
【請求項３】
　前記選択部から選択された前記第２の応答信号の相関情報が記憶されている相関情報記
憶部を備え、該相関情報から、前記第２の応答信号を前記第１の測定条件に適合するよう
に調整するための応答信号調整部とを有することを特徴とする請求項１あるいは２に記載
の検査装置。
【請求項４】
　比較情報記憶部を備え、前記信号処理部による演算結果から得られる情報と、前記比較
情報記憶部における情報とを比較部で比較することを特徴とする請求項１から３のいずれ
か１項に記載の検査装置。
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【請求項５】
　前記測定物に対するテラヘルツ波の照射位置を相対的に動かすためのステージを有する
請求項１から４のいずれか１項に記載の検査装置。
【請求項６】
　テラヘルツ波を用いた検査方法であって、
　測定物に照射されたテラヘルツ波を、該測定物を介して検出することによって第１の応
答信号となる波形を成形する工程と、測定条件を取得する工程とを備え、取得された前記
測定条件に対応した第２の応答信号を用いて、前記第１の応答信号に対する逆畳み込み演
算を行うことを特徴とする検査方法。
【請求項７】
　該第２の応答信号を前記測定条件に応じて調整した後、前記逆畳み込み演算を行うこと
を特徴とする請求項６に記載の検査方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　勿論、前記第２の応答信号を前記測定条件に応じて調整した後、前記逆畳み込み演算を
行うことも可能である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　波形成形部１０５と応答信号調整部１１３が同じ信号を信号処理部１０６に入力する場
合、信号処理部１０６の出力はデルタ関数に近似する。この状態は、実際の測定結果と、
測定条件から想定される結果が同じであることから、測定物１１１は、ユーザーが想定し
た理想的な状態とみなすことができる。デルタ関数の時間軸上の平均強度は、ほぼノイズ
レベルとなる。例えば、上述したように測定物１１１内部に異物が混入していると、信号
処理部１０６の出力結果はデルタ関数にならない。つまり、時間軸上の平均強度は、ノイ
ズレベル以上の固有の値となる。この信号と逆畳み込み演算の結果を比較することで、信
号比を大きくすることが可能となり、検査の信頼性を向上できる。このように、本実施形
態に係る発明によれば、理想的な状態の出力をデルタ関数に近似させることができる。そ
のため、周波数毎の信号強度は、ほぼノイズレベルとなる。この信号と逆畳み込み演算の
結果を比較することで、信号比を大きくすることが可能となり、検査の信頼性を向上でき
るという効果を奏する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　ステージ９１６は、テラヘルツ波が測定物１１１に照射する位置を相対的に動かすステ
ージである。ステージ９１６は、測定物１１１に照射する位置を、線方向、面方向、これ
らの方向に深さ方向を組み合わせた方向に動かす。図９において、線方向とは、照射位置
が、紙面に垂直な面に対し直線的に動く方向を指す。また、面方向とは、照射位置が、紙
面に垂直な面の方向に動く方向を指す。深さ方向とは、照射位置が、紙面に対して平行な
方向に動く方向を指す。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　また、実施形態３で示したように、測定物１１１に関し、理想的な状態からの差異を検
査する態様である場合、次のような検査方法も可能である。図１４において、測定物１１
１（ここでは錠剤）内部に異物１４２０がない状態を理想的な状態とする。この時、通常
のイメージング検査であると、図１４（ｂ）のように、異物１４２０を含めた測定物１１
１内部の構造が出力部１０７から提示される。この時、多くの場合、異物１４２０の有無
の判断は、画像をみたユーザーが判断する必要がある。ただし、上述したように、理想的
な状態からの差異を検査する形態にすると、出力部１０７から提示される画像は、理想的
な状態からの差分、すなわち図１４（ｃ）のように、異物１４２０のみ提示することも可
能となる。このような構成によると、ユーザーが判断する負荷を軽減することもできる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　図４は、本テラヘルツ波検査装置の動作フロー図である。図４のように、検査を開始す
ると、波形成形部１０５は、テラヘルツ波の時間波形を構築する（Ｓ４０１、第１の応答
信号）。この時の時間波形は、図５（ａ）に示す。図５（ａ）は、ポリエチレンとＤＣＨ
ＣＬの情報が重畳されている。次に、測定条件取得部１０８は、ペレット作製に用いられ
たポリエチレンの使用量を監視する（Ｓ４０２、第１の測定条件）。この使用量が変化す
ると、材料の構成比率は変化する。応答信号選択部１１０は、第１の測定条件に最も近い
測定条件下（第２の測定条件）の応答信号（第２の応答信号）を取得する（Ｓ４０３）。
この時の第２の応答信号は、図５（ｂ）に示す。応答信号調整部１１３は、第１の測定条
件に適合するように、図５（ｂ）の強度や位相を微調整する（Ｓ４０４）。信号処理部１
０６は、第１の応答信号に対し、第２の応答信号によって逆畳み込み演算を行う（Ｓ４０
５）。この時の演算結果は、図５（ｃ）に示す。図５（ｃ）のように、演算結果は、ポリ
エチレンの影響を抑制した時間波形となっており、パルスが生ずる位置や、強度が変化し
ている。
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